
既存の枠を超えて未来をつくり出すこと 

それが立命館のアイデンティティー 
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立命館大学広報課    

SDGs の認知を広げる活動を行っている学生団体：立命館大学 Sustainable Week 実行委員会お

よび COI アクティブ・フォー・オール拠点（※）は、スポーツを通して、世界共通の目標である SDGs

への理解を深める「エキスポーツ 2019～くさつ・しが SDGs 交流大会～」を開催いたします。 

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）とは、持続可能な世界を実現す

るための 17 のゴール・169 のターゲットから構成されている国際目標です。世界共通の目標でありな

がらも、個人の自分事としては捉えづらく、日本での認知度は高くありません。しかしながら、「SDGs

に関する生活者調査」（株式会社電通）によると、目標に対する共感度の平均は 73.1％と高く、各

個人の理解が進めば今後のアクションにつながっていく可能性があるとされています。 

当日は、パラスポーツ体験や学生サークルとの交流企画、スポーツと関わりの強い健康や食に関

わるセミナーを実施いたします。本企画を通して、参加者が SDGs への理解を深め、身近なところか

ら SDGs の目標に向けて行動する際のきっかけになればと期待しています。 

（※）10 年後の目指すべき社会像を見据えたチャレンジングな研究開発を支援する文部科学省

の「革新的イノベーション創出プログラム（COI STREAM）拠点」事業に採択された、立命館大学が

拠点リーダーを務める「運動の生活カルチャー化により活力ある未来をつくるアクティブ・フォー・オ

ール拠点」 

記 

 
日 時：2019 年 5 月 26 日（日） 10：00～17：00 （9：30 開場） 

会 場：立命館大学びわこ・くさつキャンパス スポーツ健康コモンズ周辺 

対 象：どなたでも参加いただけますが、一部企画の参加には以下 URL より申込が必要です。 

https://sustainableweek.org/archives/1759 
持ち物：室内用運動シューズ、タオル、下足袋 

内 容：別紙をご覧ください。 

共 催：立命館大学 Sustainable Week 実行委員会、 

COI アクティブ・フォー・オール拠点（立命館大学・順天堂大学） 

※ご取材いただける場合は 5 月 24 日（金）17：00 までに下記までご連絡をお願い致します。  

        以上 

 
●取材・内容についてのお問い合わせ先 

立命館大学 BKC リサーチオフィス 担当：杉村 

TEL. 077-561-2802 

誰もが関心を抱きやすいスポーツを通して SDGs への理解を深める 

「エキスポーツ 2019～くさつ・しが SDGs 交流大会～」を開催 

日時：2019 年 5 月 26 日（日）10：00～17：00 

場所：立命館大学びわこ・くさつキャンパス 

 



■スケジュール 

 

 

■主な企画概要 

〇エキスポーツスペシャル企画（10：00～11：00） 

リオパラリンピックで視覚障がい者マラソンランナーの伴走者として活躍された日野未奈子さん（立

命館大学社会学研究科在学中）に、伴走者の役割やそこで得た経験をお話しいただきます。 

 

〇食セミナー(14:15～15:45) 

スポーツ健康科学部 海老久美子教授監修のもと、“スポーツ×健康×SDGs を「食」から考える”

をテーマに、滋賀めしに関わる取り組み紹介、学生を交えたパネルディスカッションを行います。 

 

〇パラスポーツ 

・パラスポーツ体験(10:30～15:30)  

2024 年に滋賀県で開催予定の国民スポーツ大会・障害者スポーツ大会で実施する競技のうち、

ストラックアウトとホッケーを体験できます。 

 

・車いすバスケット体験(12:00～13:30、14:00～15:30)  

車いすバスケットボールは一般的なバスケットボールと同じようなルールで行われます。車いすを

巧みに操作し動き続け、時には激しいコンタクトプレーも起こります。 

 

〇フードコート内でのもちつき体験「もちすぽ」(10:30～15:30) 

「もちすぽ」では、滋賀県甲賀市で作られたもち米を使用した、もちつき体験とつきたてもちの販売

を行います。 

 


